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小倉南区市政対策副責任者

　コロナ感染が広がり、北九州市でも「医療崩壊」が心配です。
かつては各区にあった保健所が1か所に縮小され、市立病院も減
らされたことで、検査も医療もたいへんです。感染拡大を防ぐた
め、PCR 検査を「いつでも、誰でも、無料で」受けられるよう
にすべきです。さらに、医療機関や介護施設への支援の強化、
働く人やお店の休業補償、生活支援の拡充は待ったなしです。
　ところが、自民・公明と菅政権は、市民に「自己責任」を押し付け、
北九州市では 3500 億円もかけて「下関北九州道路」を建設し
ようとしています。いま政治がやらなければならないのは「公助」。
コロナ危機から命と暮らしを守るために本気で取り組む市政・市
議会をつくるため、日本共産党・うど浩一郎はがんばります。

【プロフィール】◆1973 年 9月生れ、横代小、横代中、真颯館高等学校（旧・
九州工業高校）卒業、横代北町４丁目在住。◆1991年　食品会社勤務（東京）
◆1999 年　パン職人めざし修業。◆2010 年　パン工房「あるか」開業～
2018 年 8月まで営業。◆家族 / 妻、３女。趣味 / 釣り、ツーリング
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政策アピール
活動予定などをお届けします
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　市のPCR検査センターの設置、高齢者・障害者施設の職員と
入所者に対する検査が実現しました。日本共産党市議団は市長に
対し繰り返し申し入れしてきました。うど浩一郎は、持続化給付金
や国保減免など役に立つ制度のお知らせと申請のお手伝いにがん
ばっています。

　今年 4月から中学卒までの通院費、2022年から高校卒（18
歳の3月末）まで拡充されます。日本共産党は市民の運動と共同し、
議会で「子育て応援」を積極的に提案してきました。
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子ども医療費助成　高校卒業（18歳）まで拡充

PCR検査の拡充

原発や石炭火力発電をやめ、
再生可能エネルギーを推進します。

民法改正による選択的夫婦別
姓制度の実現と、「世帯主」
制度の廃止へがんばります。

◇うど浩一郎の政策と人柄を紹介します 日本共産党福岡県委員会☎092-411-5131 ◇2021年１月号外
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活動地域 日田彦山線より東側（隠蓑まで）の10号線方面
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温暖化ストップ

ジェンダー
平等社会へ

バス・JR・モノレール・タクシーにも使える
高齢者福祉乗車券を
18歳までの医療費
窓口負担をゼロに
35人学級 すべての学年ですぐに
さらに20人学級の実現へ

返済不要の奨学金
若者を応援します

学校給食の無料化

賃上げと家計応援で
人口減から人口増へ
雇用と中小企業をささえ、
働き続けられる北九州

４校正




